
1 節　放送番組の編成
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国内放送番組編集の基本計画
「平成20年度（2008年度）国内放送番組編集の

基本計画」は，放送総局内で議論を重ねたうえ，

編成局で原案を作成した。この原案を理事会で決

定し，12月，中央番組審議会に諮問，答申を得た

うえ経営委員会で決定した。

以下はその原文である。年表示は西暦にし，記

号などは本書の方式にあわせた。

Ⅰ．編集の基本方針

NHKは08年度，信頼される質の高い放送を通

して社会や文化の発展に尽くし，視聴者の期待に

応えます。

総合テレビは，幅広い視聴者に満足していただ

ける編成をめざした大幅な改定から 3年を迎えま

す。衛星 3 波は「ニューBS」を掲げてそれぞれ

の波の特長を強化し，教育テレビは09年 1 月の放

送開始50周年に向けて充実を図っています。

この一年NHKは，大きな被害を出した「新潟

県中越沖地震」などの災害・緊急報道や参議院議

員通常選挙などの選挙報道にあたって迅速・的確

な情報を機動的な編成で伝える一方，社会に広く

問題を提起した番組，現代社会を真正面から描い

たドラマ，全国ネットワークを生かして地域の課

題解決を視聴者とともに考える“地域応援キャン

ペーン”など“NHKだからできる放送”に力を

入れてきました。国内，海外のコンクールで多く

の番組が受賞するなど，視聴者のみなさんから高

い評価をいただいています。

NHK放送文化研究所の放送評価調査によれば，

[信頼」「社会貢献」「独自性」という面では

NHKはどの世代からも高い評価を得ていますが，

一方，｢親しみ｣や｢満足｣という面では，20代，30

代の若い世代からの評価が低いという結果が出て

います。日ごろNHKに接することの少ない若い

世代に向けた番組を強化することが大きな課題で

す。

08年度国内放送番組の編集にあたっては，公共

放送に対するこうした期待，評価に応えていくの

に加えて，次の 3点を新たな柱としてすえます。

（ 1） 各波それぞれの特長を生かして，幅広い世

代，特に次代を担う若い世代に向けた番組作りを

進めます。また，働き方に悩むこの世代に仕事の

喜びや生きがい，夢や希望を持って生きることの

大切さなどを伝える取り組みを展開します。

（ 2） 地域放送の充実とその全国発信の強化をさ

らに進め，全国ネットワークを活用して地域再生

の力になります。

（ 3） 通信など他メディアとの連携や，新たなテ

ーマ，演出にも意欲的に挑戦することにより放送

の新しい可能性を拓きます。

こうした基本方針を中心に，各波の特色を生か

しつつ映像 5波，音声 3波の有機的な連動を図る

とともに，限られた経営資源を重点的に配分して，

信頼されるニュースや多彩で質の高い番組のいっ

そうの充実を図り，公共放送に対する視聴者の期

待に応えます。

Ⅱ．編集の重点事項

1 ．幅広い世代に親しまれる多彩な番組

NHKは，高齢者層はもちろん，“団塊の世代”，

働き盛りの世代，若い世代とそれぞれに身近で共

感できる多彩な番組を編成し，より幅広い世代に

親しまれる公共放送をめざします。

NHKに接触する人の割合は，年層が低くなる

にしたがって少なくなっています。次代を担う若

い世代にもNHKの支持を広げていくことは喫緊

の課題です。

今回の改定では，総合テレビ夜間編成の時間帯

ごとの特徴や視聴対象等を明確にし，視聴好適時

間には親子で楽しめる番組や働き盛りの世代がゆ

っくりと楽しめる番組を，深夜には若い世代に向

けた双方向の番組などを編成します。

また，教育テレビでは若い世代を対象にした実

用・講座番組を，衛星放送では世界を舞台に活躍

する若き挑戦者たちを紹介する番組を編成するな

ど，各波それぞれの特長を生かした取り組みを進

めます。また，働き方や生きがいに悩む若い世代

に向けて，仕事の喜びや人生の奥深さを伝えるN

HKならではの取り組みを進めます。

さらに，イベントやインターネット，ワンセグ

をはじめとした携帯端末でのさまざまなサービス

を強化し，これまであまりNHKに接することの

なかった人たちに対する番組紹介にも工夫を凝ら

します。

６章　経　営放　送第 1 章
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2 ．信頼に応える迅速・的確な報道

世界は，相次ぐテロ事件，地球温暖化，高騰す

る石油価格などで不透明さを増し，国内では，年

金，医療，税負担など超高齢化社会に向かう課題

が山積しています。NHKは正確な情報を迅速・

的確に伝え，公共放送としての負託に応えます。

朝の基幹ニュース『NHKニュース　おはよう日

本』は，一日のスタートにふさわしく日本と世界

の情報を多角的に伝えるニュースとして刷新しま

す。

災害報道，緊急報道の強化のため，災害時に機

動的に対応できるヘリコプターや中継車など緊急

初動体制の整備を進めるとともに，携帯端末向け

緊急報道コンテンツを充実するなど，人々に欠か

せない安心・安全情報を確実に届けます。

3 ．地域からの情報発信力の強化

広がる格差，少子高齢化，雇用，教育，医療，

福祉，農業など，いま地域社会はさまざまな問題

を抱えています。

総合テレビ金曜夜間の地域向け番組の充実な

ど，各放送局はそれぞれの地域の特性や要望に応

じて多様な放送サービスを推進します。また，総

合テレビ，衛星放送，ラジオ第 1放送などに地域

からの全国発信枠を設けて“地域の今”を伝える

とともに，全国ネットワークを生かし，『地域

発！どうする日本』などの番組で，課題の解決を

日本全体の視野で考えていきます。

地域向けワンセグデータ放送の送出開始に合わ

せて，新サービスの充実を図るため，地域局のデ

ジタルサービス実施体制を強化します。

4 ．地球環境など公共放送キャンペーンの
展開

7 月に予定されている北海道洞爺湖サミット

は，すみやかな対応が求められている気候変動問

題への取り組みが主要議題とされています。

NHKは，こうした環境問題を地球的な規模と

身近な暮らしの視点の両面から検証・考察し，解

決策をさぐるキャンペーンを全国の放送局をあげ

て展開します。北極圏の今を描く大型番組や，イ

ンターネットを使った世界規模の討論などを通し

て，この問題の解決に向けて何をすべきなのかな

どを視聴者とともに考えます。さらに，衛星放送

では，世界各地を訪ねて，今，地球環境に何が起

こっているのかを伝える紀行番組を放送するな

ど，年間を通して継続的な取り組みを行います。

また，食料，防災や，障害者支援のためのハー

トプロジェクトなど，公共放送キャンペーンに積

極的に取り組みます。

5 ．次の世代を担う青少年に向けた教育番
組の充実

09年 1 月に放送開始50周年を迎える教育テレビ

は，3 か年計画の 2 年目として，次の世代を担う

子どもたちに向けた番組の充実や若い世代に向け

た新しい趣味・実用番組の開発を行い，幼児から

高齢者まで幅広い世代に親しまれる放送をめざし

ます。

また，英語講座を教育テレビとラジオ第 2放送

で連携して放送するほか，放送以外のさまざまな

メディアも通じて提供し，視聴者の学習機会の拡

大を図るなど講座番組の魅力を高めます。

6 ．“ともに生きる社会”の実現をめざす番
組の充実

「がん」「うつ」「認知症」など日本人が抱える

心や健康の問題について，視聴者とともに継続し

て考える番組のいっそうの充実を図るとともに，

健康や病気についての視聴者の疑問・質問に複数

の専門家が答え，セカンドオピニオンも聞ける番

組を設けるなど，公共放送ならではの取り組みを

強化します。

字幕放送については，生番組を中心に字幕付与

を拡大するなど長期的な取り組みを通して，障害

者，高齢者に向けたサービスを拡充します。あわ

せて，手話や解説放送についても充実を図ります。

7 ．“ラジオルネサンス”音声放送の大幅刷
新

メディア環境が急激に変化する中で，音声放送

の存在感をより際立たせるため，ラジオ第 1放送

は編成を大幅に刷新します。

ニュースを強化して“安心ラジオ”として視聴

者の信頼に応えるとともに，平日午前の“生活情

報ゾーン”，午後の“ふるさとゾーン”など，時

間帯ごとのゾーン・イメージを明確にして刷新・

充実を図ります。また，幅広い世代が楽しめるラ

ジオドラマや地域発番組，“双方向性”“機動性”

などのラジオの特性を生かした番組など多彩な番

組を編成します。

8 ．多様なメディアに向けたサービスの展
開

デジタル技術の発達により情報取得手段の多様
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化が進んでいます。

NHKの放送済み番組をインターネットを通じ

て利用者に直接提供する「アーカイブス・オンデ

マンド」については，放送から 1週間ないし10日

間の番組を視聴することができる「見逃しサービ

ス」と，かつての名作を見ることができる「アー

カイブサービス」を柱に，準備が整い次第サービ

スを開始します。

若年層に対しては，ワンセグをはじめ，放送と

連携した携帯端末向けサービスの充実を図り，携

帯端末に親しむ世代がNHKに接する機会をふや

します。

なお，地上デジタル放送の特徴を，マルチ編成

やデータ放送などで生かすように努めます。

9 ．オリンピック北京大会およびパラリン
ピック放送の実施

北京大会（08年 8 月 8 日～24日）は，20年ぶり

にアジアで開かれる夏のオリンピックで，初めて

すべての競技映像がハイビジョンで中継されま

す。NHKはそれぞれの波の特長を生かし，陸上，

水泳などの種目にとどまらず，全28競技の中継を

めざします。また，データ放送やインターネット

で関連情報を詳しく伝えます。

北京2008パラリンピック大会（08年 9 月 6 日～

17日）にあたっては，関連番組を含めて競技の模

様を伝えます。

以上の重点項目の実施にあたっては，限られた

経営資源の効率的・効果的な活用に努めます。ま

た，人材育成に努めるとともに，国内外の優れた

制作者のざん新な発想や手法を取り入れ，創造的

で活力に満ちた取材・制作体制を構築します。

Ⅲ．各波の編集方針

1 ．総合テレビジョン

総合テレビジョンは，「基幹的な総合サービス

波」として，国民生活に必要不可欠なニュース・

情報番組や創造的な文化，教養，娯楽番組などの

調和ある編成を行います。各世代に共感される多

彩な番組や，世代を超えて楽しみ，考える“NH

Kだからできる放送”の充実にいっそう努めます。

また，地域放送について，全国への発信も含めて

いっそうの充実を図ります。

デジタル総合テレビジョンでは，同じ内容の番

組をハイビジョンで同時放送することを基本とし

ます。

«編集のポイント〕

○朝の基幹ニュース『NHKニュース　おはよう

日本』の刷新

『NHKニュース　おはよう日本』を，一日の

はじまりに伝える朝の基幹ニュースとして刷新し

ます。海外総支局・各国放送局との連携のもと，

国際情報，経済情報をわかりやすく整理し，詳し

く伝えます。また，午前 7時台からの全国向け放

送時間を拡大し，国内外のニュース，スポーツ最

新情報，生活に密着した実用情報，気象情報など

多彩で充実した内容を伝え視聴者の期待に応えま

す。

〇視聴者の生活時間に応じた，平日夜間編成の見

直し

視聴者の生活時間に応じて各時間帯の性格を明

確にし，より幅広い層の視聴者に親しまれる編成

をめざします。夜 8時台には親子で楽しめる番組

を編成し，夜10時，11時台は見応えのある定時番

組のさらなる充実を図るとともに，視聴者の関心

に応じて随時，最大90分の特集編成を実施します。

3 年目を迎え，夜の基幹ニュースとして定着した

{ニュースウオッチ 9』は，社会の中核を担う世

代の期待に応えてさらなる充実を図ります。

〇若い世代の共感を得る番組ゾーンの設置

若い世代に向けた番組や若い世代に役立つ番組

を編成する時間帯を深夜に設けます。

WEBサイトへの動画投稿を起点に若い才能を

発掘する双方向番組，若者が生んだエネルギッシ

ュなカルチャーを世界に向けて発信する情報番

組，さまざまな分野の最先端をいくゲストから本

音を引き出すトーク番組などを編成するととも

に，通信との連携による新しい演出の開発など未

来のテレビの可能性を切り開く試みにも挑みま

す。

〇地域からの情報発信力の強化とネットワークの

充実

金曜夜間の地域向け番組は，視聴者からの地域

貢献の期待を受け止め，いっそうの充実を図って

いきます。こうして生まれた地域の番組を，全国

ネットワークを生かして全国に向けて発信しま

す。さらに，『地域発！どうする日本』など，地

域の課題の解決を日本全体の視野で考える番組の

いっそうの充実を図ります。

○公共放送の存在感を示す大型企画・キャンペー

ンの充実

08年は内外ともに大きな変化の年になるとみら

れます。高齢者医療制度のスタート，消費税率引

き上げ問題，教育問題など暮らしに直結する課題
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が目白押しです。国際的にはアメリカ大統領選挙

の行方，オリンピック北京大会の開催をバネとし

た中国の政治・経済の影響力の増大など，大きな

動きが相次ぎます。こうした時代の変化をしっか

りと見据え，時代の潮流を読み解く企画を『NH

Kスペシャル』『クローズアップ現代』を中心に

機動的に伝えます。特に，地球温暖化問題につい

ては，気候変動の現状や対策について，さまざま

な方法を駆使して多角的に考えます。

〇通信との連携により，あらたな放送の可能性を

切り開く番組の強化

急速に普及する動画投稿を活用する番組，ニュ

ースの関心事を視聴者と解説委員陣の活気あふれ

る論議で読み解いていく番組，パソコンのWEB

カメラを使って視聴者とつないで進める番組な

ど，デジタル技術を活用して放送と視聴者のつな

がりを深める番組を編成します。

«放送時間〕

○ 1日24時間放送を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，報道番組20％以上，教育番

組10％以上，教養番組20％以上，娯楽番組20％

以上を編成します。

2 ．教育テレビジョン

教育テレビジョンは，「大きく伸びろ！子ども

たち」「ともに生きる社会」「心豊かな暮らし」の

3 つのキャッチフレーズを掲げ，放送開始50周年

に向けて 3 年計画で充実を図ります。08年度は，

[子ども・若い世代向け番組」の強化を図るとと

もに，「趣味・実用番組」の拡充，新しいタイプ

の多メディア展開番組の開発に重点を置きます。

デジタル教育テレビジョンでは，定時マルチ編

成を実施します。

«編集のポイント〕

○視聴年齢層を広げる子ども向け番組の強化

平日の朝，起き抜けの脳と体のウォーミングア

ップとなる番組を編成し，小学生を元気に学校へ

送り出します。土曜午前の子ども向け番組ゾーン

を拡大し，社会の常識やルールを学んでいくアニ

メーション番組など多彩な番組を編成します。

○ネットを活用し，学習機会を増やす新たなサー

ビス

放送以外のさまざまなメディアが大きな役割を

持とうとしている今，多メディア展開による新し

いタイプの英語講座を放送します。 1 つのアニ

メ・スキットをもとに，テレビ講座やラジオ講座，

さらにインターネットや出版など，互いに連携を

とりながら多くのメディアに展開し，学ぶ手段と

機会を増やします。

教育テレビの番組から各分野の問題を出して，

クイズを楽しみながら学ぶという新たな携帯端末

向けサービスを開始するなど，さまざまなメディ

アを活用して若い世代との接点を広げます。

また，NHK高校講座の12科目全番組をインタ

ーネット提供し，好きな時に自由に学べるよう学

習の利便性を高めます。

○教育テレビならではの若い世代向け番組の開拓

土曜夜間に，若い世代にとってあこがれの人物

が自らの青春期を語り生き方を示す番組，10代後

半～20代に関心の高い趣味の楽しみ方をコーチす

る番組，若手ビジネスマンに向けて発想法や資格

の取り方など，職場での能力を磨く術を伝える番

組など，若い世代の心をとらえる講座番組を編成

します。

○視聴者の多様なニーズに応える趣味実用番組の

拡充

病気や健康に関する視聴者の疑問・質問に，複

数の専門家がセカンドオピニオンも交えて答える

医療相談番組や，小中学生の子どもを持つ親同士

の語り合いや専門家のアドバイスを通して，子ど

もの育成に関する具体的方策を探る番組など視聴

者の多様なニーズに応える番組を編成します。

○“ともに生きる社会”をめざす福祉番組の積極

的な展開

認知症，うつ，自殺防止，介護など，患者や家

族をサポートするキャンペーンを継続的に展開

し，『ETVワイド　ともに生きる』や『福祉ネッ

トワーク』を中心に総合テレビ，衛星波，音声波

とも積極的に連携を取り，ともに支え合って生き

る社会の実現を訴えていきます。また，日曜の夜

間に，聴覚障害に関係する番組ゾーンを設け，世

の中の関心を高めるよう努めます。

«放送時間〕

○ 1日21時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組75％以上，教養番

組15％以上，報道番組若干を編成します。

衛星放送

衛星放送は07年 1 月に大幅な改定を行い，3 波

それぞれの個性を生かしながら，地上波とは異な

る魅力ある番組や編成を追求しています。

「あしたのテレビがここにある」をコンセプト

に掲げてテレビの未来を切り開くとともに，広く

内外の制作者を起用して，世界に通用する高品質
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番組の制作を推進し，「コンテンツ立国」に資す

る波としての価値を高めます。また，各地域の暮

らしや文化の情報を全国に向けて発信します。さ

らに，若い世代向けの編成の強化などによって視

聴者層の拡大に努めます。

3 ．衛星ハイビジョン

衛星ハイビジョンは「未来への映像遺産―文

化・芸術波」として，次の世代に残すべき一級の

文化・芸術を積極的に紹介するとともに，地球温

暖化など早急な対応が求められている地球規模の

課題について年間を通して重点的に編成します。

また，新しい映像技術や演出手法，ダイナミック

な編成に挑戦し，新しいテレビ文化創造の先導的

な役割を果たします。

«編集のポイント〕

○地球環境問題への取り組み

週末夜間の視聴好適時間帯に，世界各地の大自

然の魅力や今そこに迫る危機について伝える紀行

番組を通年で編成します。あわせて，関連したミ

ニ番組や特集番組を総合テレビでも編成し，家族

で楽しみながら地球環境問題について理解を深め

るエコキャンペーンとして継続的に展開します。

また，週末午前に自然番組の特集枠を設けます。

○多彩でスケール感のある特集編成の実施

衛星ハイビジョンの個性や魅力をより多くの視

聴者にアピールするためのダイナミックな番組編

成を追求します。月ごとにテーマを設定して，テ

ーマに即した『ハイビジョン特集』などを集中編

成するのをはじめ，これまで蓄積してきた豊富な

ハイビジョン映像を生かして一つのジャンルの魅

力を味わい尽くす長時間特集番組や，文化・芸術

分野の存在感のあるシリーズ企画，ハイビジョン

ならではの生中継番組，視聴者参加型の特集番組

などを柔軟に編成します。

○地域の“今”が見える番組ゾーンの編成

平日午後に，地域の多様な魅力を紹介する番組

ゾーンを設けます。地域の文化や暮らし，地域の音

楽愛好家の活動を伝える番組とともに，全国の放

送局が制作する地域番組を積極的に紹介します。

○幅広い世代に向けた音楽番組の編成

30～40代の女性の間に愛好者がふえているクラ

シック音楽を題材にした番組を編成するととも

に，内外のロックやポップスのトップアーティス

トのライブを紹介するなど幅広い世代に向けた音

楽番組を編成し，「文化・芸術波」としての充実

を図ります。

«放送時間〕

○ 1日21時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組10％以上，教養番

組30％以上を編成します。

4 ．衛星第 1テレビジョン

衛星第 1 テレビジョンは，「ニュース・情報番

組」「ドキュメンタリー」「スポーツ」を 3本柱に，

“地球の今にダイレクトアクセス　内外情報＆ス

ポーツ波”というコンセプトをいっそう鮮明に打

ち出し定着を図ります。

「ニュース・情報番組」ではNHKのネットワ

ークを生かした特派員リポートなどをさらに充実

させ，地球の今を的確にわかりやすく伝えます。

[ドキュメンタリー｣では海外との共同制作を積

極的に推進し，より多彩で質の高い番組の提供を

めざします。また週末夜間に世界で活躍する若い

世代を紹介する番組を編成します。

「スポーツ中継」では，8 月のオリンピック北

京大会をはじめとするスポーツの魅力とだいご味

をたっぷりと伝え，視聴者の期待と関心に応えま

す。

アナログ衛星第 1テレビジョンでも，同じ内容

の番組を同時放送します。

«編集のポイント〕

○若い世代に共感を呼ぶ番組の編成

世界のさまざまな職業の分野に日本人として初

めて挑戦し，その分野のトップに登りつめようと

する若き開拓者を描く番組や，経済格差やエネル

ギー問題など国家の枠をこえたグローバルな課題

について世界の若者たちが率直に議論する番組な

ど，若い世代にも共感を呼ぶ番組を編成します。

○アジア情報の強化

貧困・差別・急激に変わる家族関係などさまざ

まな問題を抱えながらも，自らの人生を切り開こ

うとするアジアの若者たちの姿を紹介する番組

や，絶え間なく発展・変動し続けるアジアを 1週

間単位で見つめる情報番組を編成します。

○ニュース・情報番組の充実　

最新のワールドニュースを伝える『きょうの世

界』は，アメリカ大統領選挙や北海道洞爺湖サミ

ットなど視聴者の関心事に的確に応えるため，キ

ャスターが現地から伝えるロケーション・アンカ

ー方式を増やすとともに，海外総支局のネットワ

ークを生かした特派員リポートや，ニュースの当

事者へのキャスターインタビューなどの充実で，

これまで以上に情報性を高めます。
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『おはよう世界』『ワールドニュースアワー』

では，これまでカバーしていなかった国や地域の

ニュース番組の開拓に積極的に取り組み，世界の

動きをより幅広く伝えます。

○ドキュメンタリー番組・大型情報番組の充実

世界一級の秀作ドキュメンタリーを放送する

{BS世界のドキュメンタリー』では，海外から

番組を購入するだけでなく，各国の放送局や制作

会社との国際共同制作を推進し，これまで以上に

日本人の関心の高いテーマを取り上げられるよ

う，充実強化を図ります。

世界の最新動向を鋭く読み解き，人類共通の課

題に真正面から迫る大型企画や特集シリーズなど

の開発も進めます。環境問題については，総合テレ

ビや衛星ハイビジョンとの連動番組を編成し，温

暖化や自然破壊などの問題を地球規模で考えます。

○スポーツ放送の機動的な編成

オリンピック北京大会については，事前の関連

番組・企画をタイムリーに編成し視聴者の期待と

関心に応えるとともに，大会期間中は多彩な競技

の模様をたっぷりと伝えます。また，日本人選手

の活躍で注目が集まるアメリカ大リーグやプロ野

球をはじめ，世界屈指のイングランド・プレミア

リーグ，Jリーグなど，一級のスポーツ中継を機

動的に編成し，スポーツファンの期待に応えます。

「ベストスポーツUSA」は週刊化して，その

時々の旬のスポーツの最新情報をタイムリーに提

供することで，よりきめ細かな対応をめざします。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組10％以上，教養番

組20％以上を編成します。

5 ．衛星第 2テレビジョン

衛星第 2テレビジョンはチャンネルコンセプト

[楽しさいっぱい，ふだん着のBS 娯楽＆アー

カイブス＆難視聴解消波」のいっそうの充実に努

めます。ネット時代を念頭においた若い世代向け

の番組やエンターテインメント番組，視聴者参

加・公開番組の強化などを通して，気軽に楽しめ

る多彩な番組編成を推進するとともに，難視聴の

解消に努めます。

アナログ衛星第 2テレビジョンでも，同じ内容

の番組を同時放送します。

«編集のポイント〕

○若い世代の多様な期待にこたえる番組の強化

アニメやマンガなど若い世代が関心を寄せるさ

まざまなテーマについて深く語り合う番組を平日

の深夜ゾーンに編成し，多様な価値観や幅広い趣

味を持つ若い視聴者の期待に応えます。また，中

高校生から“衛星放送の番組を通してかなえたい

夢”をネットや携帯で募集してその実現を手伝う

新しいタイプの視聴者参加番組や，ネットに続々

と登場する人気コンテンツの最新動向を紹介する

番組を編成します。

○地域の視聴者参加番組の充実

各地の視聴者が番組に参加する『おーい，ニッ

ポン　私の・好きな・○○県』や『絶対！ふるさ

と主義』のいっそうの充実に努めるとともに，全

国の高校や大学で活躍するユニークなクラブ活動

を紹介する番組を編成します。

視聴者参加型公開番組『あなたが主役　音楽の

ある街で』は内容を刷新して音楽性を深めるとと

もに，より地域色のある番組に発展させます。

○アジア映画の積極的な紹介と黒澤明全作品放送

アジアの映画人との国際共同制作で名作を生み

出してきたNHKアジア・フィルム・フェスティ

バルと連携しながら，多くの国で制作されている

魅力的な映画を発掘し，積極的に紹介していきま

す。さらに，4 月から12月にかけ，土曜夜間の衛

星映画劇場を中心に黒澤明監督の全30作品を放送

するとともに映画と連動する特集番組など，没後

10年の節目にふさわしい関連企画を展開します。

○多彩なアーカイブス番組の編成

NHKが所蔵する豊富なアーカイブス番組を活

用した多彩な番組を編成します。『NHK特集　シ

ルクロード』全編を定時放送するほか，『レッツ

ゴーヤング』や『この人　○○ショー』など懐か

しい人気番組を月替わりで放送します。また，昭

和のアーカイブス映像をふんだんに使って，当時

の文化や世相を振り返る特集番組を編成します。

○エンターテインメント番組の充実

歌唱力のあるゲスト歌手が演歌や歌謡曲を歌う

番組や，1950年代から80年代のアメリカンポップ

スをはじめ幅広いジャンルの名曲を楽しむ番組な

ど，衛星放送ならではの幅広いジャンルのエンタ

ーテインメント番組を定時および特集で編成しま

す。また，日曜夜間に『海外連続ドラマ』を編成

し，海外ドラマファン層の拡大をめざします。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組30％以上，教養番

組20％以上を編成します。

1節　放送番組の編成
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6 ．ラジオ第 1放送

ラジオ第 1放送は，放送と通信の連携が進む時

代に，身近な「生活情報波」として聴取者の期待

に応えていくために“ラジオルネサンス”を掲げ，

{ラジオ深夜便』を設けて以来17年ぶりに編成を

大幅刷新します。時間帯ごとのゾーン・イメージ

を明確にしたうえで，ニュースや生活情報番組を

中心に，インターネットや携帯端末による聴取者

の声を取り入れた番組づくりで，双方向化を進め

ます。

«編集のポイント〕

○より早く，より深く，わかりやすく，“進化す

る安心ラジオ”

“安心ラジオ”としての役割をいっそう追求し

ます。平日正午の全国ニュースを拡大するととも

に，平日午後 5～ 6時台に大型ニュース・情報番

組を編成し，その日のニュースをいち早く伝える

とともに，解説委員やゲストコメンテーターがニ

ュースをより深く，よりわかりやすく解説します。

また，インターネットなどで募集した聴取者の質

問にリアルタイムで答えるなど，身近で“双方向

性”の強いニュース番組をめざします。

○明確なゾーン編成による番組の大幅な刷新

平日午前から午後のワイド番組を，ターゲット

とする聴取者やテーマを時間帯ごとに明確にし，

大幅に刷新します。午前中は“在宅の女性向け生

活情報ゾーン”とし，子育てや料理，ファッショ

ン情報などを中心に伝えます。午後は 2時までは

“ふるさとゾーン”と位置づけ，日本各地の話題

をいきいきと伝えます。午後 2～ 4時台は，双方

向・聴取者参加型番組を編成し“つながるラジオ

ゾーン”とします。スタジオパークでの歌謡番組

の公開生放送や，介護やこころといった関心の高

いテーマを扱う電話相談などを中心に，聴取者と

のふれあいや結びつきを強化します。

○地域発全国放送番組の強化

07年度にスタートした好評の『沖縄熱中倶楽

部』に加え，札幌局と仙台局制作の地域発全国放

送番組を放送します。それぞれの地域の特色ある

歌や文化を紹介し，番組を聴いた人が，その土地

を訪れてみたくなるような番組づくりをめざします。

○ラジオドラマの刷新

放送開始50年を迎えた『日曜名作座』は，新た

な出演者により内容を刷新し，より幅広い世代の

聴取者の期待に応えます。また，NHKアーカイ

ブスから厳選した名作ラジオドラマを，制作当時

のエピソードや時代背景をまじえて紹介し，ラジ

オドラマの魅力を再発見します。

○各世代に向けた番組ゾーンの充実・強化

“団塊の世代”向けの知的エンターテインメン

ト番組を編成するとともに，50～60代に好評の

{新・話の泉』の放送本数を倍増し，この世代が

楽しめるラジオならではのエンターテインメント

番組群を充実させます。また，日曜夜間を“若者”

向け双方向番組ゾーンとし，インターネットを活

用するふたつの番組を連動させた新しい演出をめ

ざします。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，報道番組35％以上，教育・

教養番組あわせて25％以上，娯楽番組20％以上

を編成します。

7 ．ラジオ第 2放送

ラジオ第 2放送は「生涯学習波」として，中核

となっている語学講座のさらなる充実を図り，聴

取者の学習意欲に応えるとともに，多メディアを

駆使した魅力的な学習サービスを行います。

«編集のポイント〕

○継続学習しやすい語学講座番組の見直し

英語以外の語学番組の内容時間を見直します。

現行の20分は継続して学ぶには長すぎるという聴

取者からの声に応え，各番組を15分サイズにする

とともに講座数を増やして，聴取者が 1年間学び

続けやすい講座番組をめざします。

○多メディア展開の促進

1つの魅力的なアニメ・スキットをもとに多く

のメディアに展開する英語番組をラジオでも講座

として放送し，“NHKで学ぶ”手段と機会を増や

します。

«放送時間〕

○ 1日19時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組65％以上，報道番

組10％以上，教養番組15％以上を編成します。

8 ．FM放送

FM放送は「総合音楽波」として，優れた音質

を生かした多彩な音楽番組や，幅広い聴取者が楽

しめるさまざまな分野の長時間特集を編成し，音

楽ファンの期待に応えます。

また，災害など緊急時には，地域情報波として

ラジオ第 1放送と連携して機動的な編成を行うな

ど，きめ細かな情報を提供します。
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«編集のポイント〕

○多彩なジャンルの音楽番組を編成

クラシック番組の編成をゾーン別に見直し，平

日午後は“入門者向けゾーン”として聴取者から

のリクエストにも応え，夜間は“本格派向けゾー

ン”とします。日曜夜間には全国各地で活動して

いるオーケストラを紹介します。

また，全国で活動が盛んな合唱や静かなブーム

となっている吹奏楽を紹介する番組や，10代の聴

取者が出演し，番組の構成にも参加する新しいタ

イプの番組など，個性的でバラエティー豊かな音

楽番組を編成します。

○『今日は一日“○○”三昧』の充実・強化

ひとつのジャンルの音楽をたっぷりと紹介する

FMならではの大型特集『今日は一日“○○”三

昧』は，さらに音楽ジャンルの幅を広げるととも

に，NHKが所蔵する豊富な音源，アーカイブス

の活用に努めます。

○通信・モバイル向けサービスの強化

08年度中にFMのポータルサイトを開設し，番

組情報や楽曲情報の提供などのサービスを充実し

ます。あわせて，リクエストなどによる若い世代

を中心とした聴取者の番組参加につながるサービ

スに力を入れます。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，報道番組10％以上，教育・

教養番組あわせて40％以上，娯楽番組25％以上

を編成します。

デジタルラジオ

デジタルラジオの実用化試験放送については

[デジタルラジオ推進協会」の免許のもと，高音

質放送をはじめ複数の番組を同時に届ける放送

や，文字・静止画といったデータ放送に継続して

取り組みます。また，新しい動画コンテンツなど

の開発も進め，ワンセグ独自放送を含めた移動体

向けサービスの可能性を探ります。

«編集のポイント〕

○高音質ラジオ

クラシックをはじめとする音楽，クリアな音声

による「語学講座」など，マルチユースと独自番

組を組み合わせながら，デジタルラジオの最大の

魅力である高音質を生かした多彩なコンテンツを

編成します。

○動画放送

08年度には動画放送を開始します。将来の携帯

端末向けマルチメディア放送を想定して映像サー

ビスを開発します。

○マルチチャンネルを活用したサービス

ひとつの番組を多言語で同時に放送できる特性

を生かし，天気予報や民話を，日本語，英語，中

国語，韓国語の 4言語で放送するなどのサービス

を提供します。

○データ放送

番組連動のデータ放送は，音声放送を補完し，

イメージを高める静止画像などを提供するととも

に，緊急の災害放送などにも対応できるよう取り

組みます。

Ⅳ．補完放送等の編集方針

1 ．データ放送

08年度のデータ放送は，以下の重点方針のもと，

パソコン，携帯端末など通信との連携を強化して，

NHKへの接触者の拡大をめざします。コンテン

ツ制作にあたっては，さまざまなメディアに展開

できるシステムを拡充し，機動的で効率的な運用

を推進します。

«重点方針〕

①防災・減災に役立つ情報の強化・拡充

②オリンピック北京大会で放送通信連携の新しい

サービスを展開

③ワンセグデータ放送を中心に，きめの細かい地

域情報を提供

④気象情報やスポーツ情報など「役立つ楽しい」

データ放送を追求

（1）地上デジタル・データ放送
«編集のポイント〕

«デジタル総合テレビジョン〕

○オリンピック北京大会では，注目の競技中継に

ついては連動データ放送を実施するほか，現在進

行中の注目の競技について競技の予定・結果・経

過・放送予定などをきめ細かく，分かりやすく速

報します。

○ワンセグ・データサービスでは，新たに放送局

ごとの編成が可能になることを生かし，地域のニ

ュース，災害情報，番組・イベント情報を提供す

るとともに，全国情報の内容向上に努めます。

○ワンセグの通信機能を活用した番組関連情報・

ゲームコンテンツを推進し，特に番組に連動する

サービスとして，あらたに総合テレビ深夜の番組

など若い世代向けの番組を加え，携帯端末利用者

にNHK番組への誘導と新しい視聴習慣を提案し
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ます。

○全国54の放送局でデータ放送が始まり，身近で

きめ細かなサービスを提供できるよう，地域ごと

のニーズをいっそう掘り起こすとともに，「大

雨・台風情報」や「地震・津波情報」「災害時の

生活関連情報」など，安心・安全に役立つ情報を

着実に伝えます。地域向けの道路交通情報や大相

撲・プロ野球・Jリーグなどのスポーツ情報をさ

らに充実します。

○災害関連情報や診療所情報などをはじめ，暮ら

しに役立つ生活情報について自治体などからのオ

ンライン情報の収集を推進するほか，休日・夜間

診療所情報も拡充を図り，迅速できめの細かい地

域情報の効率的な提供拡大に力を入れます。

«デジタル教育テレビジョン〕

○「健康」「暮らし」「福祉」「子ども向け」分野

の番組の充実に努めます。

子ども向けの分野では，幼児が楽しめるデータ

放送コンテンツの開発に取り組みます。健康，暮

らし，福祉の番組については，ワンセグ・データ

サービスでも提供します。

（2）ＢＳデジタル・データ放送
«編集のポイント〕

«衛星ハイビジョン〕

○オリンピック北京大会では，注目の競技中継に

ついては連動データ放送を実施するほか，競技を

いっそう楽しむための情報やコラムなどを充実し

ます。さらに注目の競技ばかりでなく，数多くの

競技の予定，経過や結果をわかりやすく速報しま

す。

○番組情報やインターネット接続など，デジタル

放送の活用を積極的にアピールする独立型コンテ

ンツを充実します。双方向クイズ番組では，視聴

者の番組への参加感を高める工夫を加え，参加者

のいっそうの増加をめざします。

○地上デジタルに比べて広い放送帯域がさらに拡

大されたことを活用し，スポーツや医療・福祉情

報，経済情報のほか，気象情報は天気図や気象衛

星画像などを加えるとともに，暴風や高波に関す

る注意情報などを充実して，デジタル放送のショ

ーウィンドー的な位置づけとして，質の高いサー

ビスをめざします。

○関心の高い夏の全国高校野球では，全国大会に

加え，地方大会についても伝えます。また，日本

人大リーガーが増えて注目が集まるMLB情報は，

視聴者がより使いやすいサービスになるよう充実

を図ります。さらにスポーツ情報が薄くなる冬季

には駅伝やフィギュアスケートなどを伝えて，年

間を通じてスポーツ情報を拡充します。

○大規模災害時に視聴者から寄せられる「安否情

報」は，衛星ハイビジョンとデジタル教育テレビ

ジョンで実施します。情報を受け取る仕組みなど

に工夫をして，被災者の信頼にいっそう応えられ

るよう努めます。

※　デジタル受信機のインターネットへの接続機

能を活用した放送補完サービスの「NHKデータ

オンライン」では，通信との連携により帯域に縛

られないという特性を生かして，各地域のニュー

スや話題のデータ放送コンテンツを提供するほ

か，全国の都道府県すべてで避難所を地図付で紹

介するサービスを実現します。

2 ．テレビジョン文字放送

テレビジョン文字放送は，ニュース，地域情報，

番組ガイドなどの情報を伝えます。

3 ．字幕放送など

字幕放送については，障害者や高齢者を含む

[すべての人にやさしい放送」として，長期計画

に基づき拡充します。特に，視聴者からの要望が

多い生番組への字幕付与に積極的に取り組みま

す。総合テレビでは，朝・昼・夜間の基幹ニュー

スに加え，夕方 5時台の全国ニュースに新たに字

幕を付与します。また，午前の生放送番組の一部

も字幕化します。このほか，オリンピック北京大

会では，注目競技の中継で字幕放送を実施する予

定です。解説放送についても新たに長期計画を策

定し拡充に努めます。

また，2 か国語放送については，その特性に応

じた放送サービスの実現をめざします。

4 ．その他

放送と通信の一層の連携が強く求められる中

で，インターネットサービスについては，パソコ

ンと携帯サイトのホームページで，番組の周知宣

伝やニュース，災害情報，それに教育や福祉，国

際放送等の分野で，動画も含めた情報発信を強化

します。また視聴者の番組への参加や，新しいコ

ミュニケーションツールとして，インターネット

を積極的に活用する番組の開発を進めます。

テレビ画面で番組表が閲覧でき，視聴や録画の

予約もできる電子番組ガイド（EPG）については，

地上デジタル放送とBSデジタル放送それぞれで，

8 日分の番組名と，内容紹介や出演者などの詳細

情報を提供します。なお，地上デジタル放送では，

地域放送番組についても情報を提供します。
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放送番組の改定

Ⅰ． 4月の改定内容

1 ．総合テレビジョン

（1）朝の基幹ニュース『NHKニュース　おは
よう日本』の刷新

『NHKニュース　おはよう日本』を，一日の

はじまりに伝える朝の基幹ニュースとして刷新し

た。海外総支局・各国放送局との連携のもと，国

際情報，経済情報をわかりやすく整理した。また，

午前 7時台からの全国向け放送時間を拡大し，国

内外のニュース，スポーツ最新情報，生活に密着

した実用情報，気象情報などを充実させた。

（2）視聴者の生活時間に応じた，平日夜間編成
の見直し

視聴者の生活時間に応じて各時間帯の性格を明

確にし，より幅広い層の視聴者に親しまれる番組

を編成した。夜 8時台には親子で楽しめる番組を

編成し，夜10時，11時台は見応えのある定時番組

のさらなる充実を図るとともに，視聴者の関心に

応じて随時，最大90分の特集を編成した。 3年目

を迎えた夜の基幹ニュース『ニュースウオッチ

9 』は，社会の中核を担う世代の期待に応えてさ

らなる充実を図った。

（3）若い世代の共感を得る番組ゾーンの設置
若い世代に向けた番組や若い世代に役立つ番組

を編成する時間帯を深夜に設けた。WEBサイト

への動画投稿を起点に若い才能を発掘する双方向

番組，若者が生んだエネルギッシュなカルチャー

を世界に向けて発信する情報番組，さまざまな分

野の最先端をいくゲストから本音を引き出すトー

ク番組などを編成した。

（4）地域からの情報発信力の強化とネットワー
クの充実

金曜夜間の地域向け番組は，視聴者からの地域

貢献の期待を受け止め，いっそうの充実を図った。

こうして生まれた地域の番組を，全国ネットワー

クを生かして全国に向けて発信した。さらに，

{地域発！どうする日本』など，地域の課題の解

決を日本全体の視野で考える番組のいっそうの充

実を図った。

（5）公共放送の存在感を示す大型企画・キャン
ペーンの充実

高齢者医療制度のスタート，消費税率引き上げ

問題，教育問題など暮らしに直結する課題が目
め

白
じろ

押しの中，国際的にはアメリカ大統領選挙の行方，

オリンピック北京大会の開催をバネとした中国の

政治・経済の影響力の増大など，大きな動きが相

次いだ。こうした時代の変化をしっかりと見据え，

時代の潮流を読み解く企画を『NHKスペシャ

ル』『クローズアップ現代』を中心に機動的に伝

えた。特に，地球温暖化問題については，気候変

動の現状や対策について，さまざまな方法を駆使

して多角的に編成した。

（6）通信との連携により，あらたな放送の可能
性を切り開く番組の強化

急速に普及する動画投稿を活用する番組，ニュ

ースの関心事を視聴者と解説委員陣の活気あふれ

る論議で読み解いていく番組，パソコンのWEB

カメラを使って視聴者とつないで進める番組な

ど，デジタル技術を活用して放送と視聴者のつな

がりを深める番組を編成した。

2 ．教育テレビジョン

（1）視聴年齢層を広げる子ども向け番組の強化
平日の朝，起き抜けの脳と体のウォーミングア

ップとなる『シャキーン！』を編成した。土曜午

前の子ども向け番組ゾーンを拡大し，社会の常識

やルールを学んでいくアニメーション『おさるの

ジョージ』や『モリゾー・キッコロ　森へいこう

よ！』『科学大好き　土よう塾』など多彩な番組

を編成した。

（2）ネットを活用し，学習機会を増やす新たな
サービス

放送以外のさまざまなメディアが大きな役割を

持とうとしている今，多メディア展開による新し

いタイプの英語講座『リトル・チャロ～カラダに

しみこむ英会話』を放送した。 1つのアニメ・ス

キットをもとに，テレビ講座やラジオ講座，さら

にインターネットや出版など，互いに連携をとり

ながら多くのメディアに展開し，学ぶ手段と機会

を増やした。

教育テレビの番組から各分野の問題を出して，

クイズを楽しみながら教育テレビに親しんでもら

うという新たな携帯端末向けサービス「ETVカ

フェ」を開始するなど，さまざまなメディアを活

用して若い世代との接点を広げた。

また，NHK高校講座の12科目全番組をインタ

ーネット提供し，好きな時に自由に学べるよう学

習の利便性を高めた。

（3）教育テレビならではの若い世代向け番組の
開拓

土曜夜間に，若い世代にとってあこがれの人物
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が自らの青春期を語り生き方を示す『マイロー

ド』，10代後半～20代に関心の高い趣味の楽しみ

方をコーチする『○○の国の王子様』，毎回 1 つ

の経済学用語をコメディドラマ形式でわかりやす

く解説する『出社が楽しい経済学』などの若い世

代の心をとらえる講座番組や，若手ビジネスマン

の悩みを解決し，明日から役立つ仕事術を伝授す

る『めざせ！会社の星』を編成した。

（4）視聴者の多様なニーズに応える趣味実用番
組の拡充

病気や健康に関する視聴者の疑問・質問に，複

数の専門家がセカンドオピニオンも交えて答える

医療相談『ここが聞きたい！名医にQ』や，小中

学生の子どもを持つ親同士の語り合いや専門家の

アドバイスを通して，子どもの育成に関する具体

的方策を探る『土よう親じかん』のほか，楽しい

野菜ライフを提案する『趣味の園芸　やさいの時

間』，園芸に関する基礎情報をわかりやすくコン

パクトに紹介する『趣味の園芸ビギナーズ』など

視聴者の多様なニーズに応える番組を編成した。

（ 5 ）“ともに生きる社会”をめざす福祉番組の
積極的な展開

認知症，うつ，自殺防止，介護など，患者や家

族をサポートするキャンペーンを継続的に展開

し，『ETVワイド　ともに生きる』や『福祉ネッ

トワーク』を中心に総合テレビ，衛星波，音声波

とも積極的に連携を取り，ともに支え合って生き

る社会の実現を訴えた。また，日曜の夜間に，

{NHKみんなの手話』『ワンポイント手話』『ろ

うを生きる　難聴を生きる』『こども手話ウイー

クリー』といった聴覚障害に関連する番組ゾーン

を設け，世の中の関心を高めるよう努めた。

3 ．デジタル衛星ハイビジョン

（1）地球環境問題への取り組み
毎週土曜夜 9時という週末夜間の視聴好適時間

帯に，世界各地の大自然の魅力や今そこに迫る危

機について伝える生中継番組『世界一周！地球に

触れる・エコ大紀行』を通年で放送した。あわせ

て，関連したミニ番組や特集番組を総合テレビで

も編成し，家族で楽しみながら地球環境問題につ

いて理解を深めるエコキャンペーンとして継続的

に展開。また，土曜午前10時から自然番組の特集

枠『ネイチャースペシャル』を設け，自然や環境

を扱った過去の秀作を通年で放送した。

（2）多彩でスケール感のある特集編成の実施
月間テーマを設定し，テーマに即した『ハイビ

ジョン特集』などを集中的に編成したほか，これ

まで蓄積した豊富なハイビジョン映像を生かして

一つのジャンルの魅力を味わいつくす長時間特集

番組「あなたが選ぶ絶景シリーズ」や，文化・芸

術分野で存在感のあるシリーズ企画「天才画家の

肖像」「夢の美術館　江戸の名画100選」『夢の音

楽堂　小澤征爾がいざなうオペラの世界』を放送

した。また，ハイビジョンならではの生中継番組

{BS20周年特別企画　世界最高のオーケストラ

ロイヤル・コンセルトヘボウ管弦楽団』や，視聴

者参加型の番組『双方向クイズ　にっぽん力』を

月に約 1回のペースで放送した。

（3）地域の“今”が見える番組ゾーンの編成
平日午後 4時に，地域の多様な魅力を紹介する

番組ゾーンを設けた。地域の文化や暮らしを伝え

る『ハイビジョンふるさと発』や，地域の音楽愛

好家の活動を伝える番組『あなたの街で夢コンサ

ート』等とともに，全国の放送局が制作する地域

番組を積極的に紹介する『ふるさとから，あなた

へ』を編成した。

（4）幅広い世代に向けた音楽番組の編成
30～40代の女性の間に愛好者が増えているクラ

シック音楽を題材にした『クラシックミステリー

名曲探偵　アマデウス』を新設するとともに，内

外のロックやポップスのトップアーティストのラ

イブを紹介する音楽番組『ワールド・プレミア

ム・ライブ』を放送し，「文化・芸術波」として

の充実を図った。

4 ．衛星第 1テレビジョン

（1）若い世代に共感を呼ぶ番組の編成
世界のさまざまな職業に日本人として初めて挑

戦し，その分野のトップに登りつめようとする若

き開拓者を，俳優の関口知宏さんが世界各地に訪

ねて紹介する『関口知宏のファーストジャパニー

ズ』や，経済格差やエネルギー問題など国家の枠

をこえたグローバルな課題について世界の若者た

ちが率直に議論する『ジェネレーションY～地球

未来図』など，若い世代にも共感を呼ぶ番組を新

設した。

（2）アジア情報の強化
貧困・差別・急激に変わる家族関係などさまざ

まな問題を抱えながらも，自らの人生を切り開こ

うとするアジアの若者たちの姿を紹介する『アジ

アンスマイル』や，絶え間なく発展・変動し続け

るアジアを 1 週間単位で見つめる『ASIA 7

DAYS』を新設した。

（3）ニュース・情報番組の充実
最新のワールドニュースを伝える『きょうの世
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界』は，アメリカ大統領選挙や北海道洞爺湖サミ

ットなど視聴者の関心事に的確に応えるため，キ

ャスターが現地から伝えるロケーション・アンカ

ー方式を増やすとともに，海外総支局のネットワ

ークを生かした特派員リポートや，ニュースの当

事者へのキャスターインタビューなど，情報性を

高め，内容を充実させた。

『おはよう世界』『ワールドニュースアワー』

では，アメリカ・ブルームバーグ（経済・金融情

報）や，ブラジル・バンデランテスなど，新しい

情報を取り入れて，世界の動きをより幅広く伝え

た。

（4）ドキュメンタリー番組・大型情報番組の充
実

世界一級の秀作ドキュメンタリーを放送する

{BS世界のドキュメンタリー』では，海外から

番組を購入するだけでなく，各国の放送局や制作

会社との国際共同制作を推進し，これまで以上に

日本人の関心の高いテーマを取り上げられるよ

う，充実強化を図った。環境問題については，温

暖化や自然破壊などの問題を地球規模で考える

{世界一周！地球に触れる・エコ大紀行』を衛星

ハイビジョンと連動して編成した。

（5）スポーツ放送の機動的な編成
オリンピック北京大会については，「四元奈生

美のてくてく北京」『まるごと北京』『GO！北京

オリンピック2008』など事前の関連番組・企画を

タイムリーに編成し，視聴者の期待と関心に応え

るとともに，大会期間中は多彩な競技の模様をた

っぷりと伝えた。

日本人選手の活躍で注目が集まるアメリカ大リ

ーグや，日本のプロ野球，Jリーグをはじめ，世

界屈指のサッカー・イングランド・プレミアリー

グなど，一級のスポーツ中継を機動的に編成し，

スポーツファンの期待に応えた。また，『BSベス

トスポーツ』を新設し，その時々の旬のスポーツ

の最新情報をタイムリーに提供した。

5 ．衛星第 2テレビジョン

（1）若い世代の多様な期待にこたえる番組の強
化

アニメやマンガなど若い世代が関心を寄せるさ

まざまなテーマについて深く語り合う『BS熱中

夜話』を木曜の深夜に新設し，多様な価値観や幅

広い趣味を持つ若い視聴者の期待に応える編成を

行った。また，中高校生から“衛星放送の番組を

通してかなえたい夢”をネットや携帯で募集して

その実現を手伝う新しいタイプの視聴者参加型番

組『BSティーンズ倶楽部』や，ネットに続々と

登場する人気コンテンツの最新動向を紹介する

{ザ☆ネットスター！』（月 1回）を編成した。

（2）地域の視聴者参加番組の充実
各地の視聴者が番組に参加する『おーい，ニッ

ポン　私の・好きな・○○県』や『絶対！ふるさ

と主義』のいっそうの充実に努めるとともに，全

国の高校や大学で活躍するユニークなクラブ活動

を紹介する『にっぽん熱中クラブ』を編成した。

また，地域色豊かな視聴者参加型の音楽バラエ

ティー番組として『あなたの街で夢コンサート』

を編成した。

（3）アジア映画の積極的な紹介と黒澤明全作品
放送

アジアの映画人との国際共同制作で名作を生み

出してきたNHKアジア・フィルム・フェスティ

バルと連携しながら，多くの国で制作されている

魅力的な映画を発掘し，積極的に紹介した。さら

に，4 月から12月にかけ，土曜夜間の衛星映画劇

場を中心に黒澤明監督の全30作品を放送するとと

もに，映画と連動する特集番組など，没後10年の

節目にふさわしい関連番組を展開した。

（4）多彩なアーカイブス番組の編成
NHKが所蔵する豊富なアーカイブス番組を活

用した多彩な番組を放送する『蔵出し劇場』を編

成した。『NHK特集～シルクロード』全編を定時

放送したほか，『レッツゴーヤング』や『この人

○○ショー』『あの人からのメッセージ』『あの日

あの時』などを月替わりで放送した。

（5）エンターテインメント番組の充実
歌唱力のあるゲスト歌手が演歌や歌謡曲を歌う

{渋谷らいぶステージ』，人気若手芸人が爆笑ス

テージを繰り広げる『“笑”たいむ2008』や，

1950年代から80年代のアメリカンポップスをはじ

め幅広いジャンルの名曲を楽しむ『魅惑のスタン

ダード・ポップス』を新設するなど，衛星放送な

らではの幅広いジャンルのエンターテインメント

番組を定時および特集で編成した。また，日曜夜

間に『海外連続ドラマ～ファン・ジニ』を編成し，

海外ドラマファン層の拡大を図った。

6 ．ラジオ第 1放送

（1）より早く，より深く，わかりやすく，“進
化する安心ラジオ”

“安心ラジオ”としての役割をいっそう追求し，

平日正午の全国ニュースを拡大した。平日午後 5

～ 6時台に大型ニュース・情報番組『私も一言！

夕方ニュース』を編成し，その日のニュースをい
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ち早く伝えるとともに，解説委員やゲストコメン

テーターがニュースをより深く，よりわかりやす

く解説した。また，インターネットなどで募集し

た聴取者の質問にリアルタイムで答えるなど，身

近で“双方向性”の強いニュース番組を目指した。

（2）明確なゾーン編成による番組の大幅な刷新
平日午前から午後のワイド番組を，ターゲット

とする聴取者やテーマを時間帯ごとに明確にし，

大幅に刷新した。午前中は“在宅の女性向け生活

情報ゾーン”とし，『ラジオビタミン』を新設。

子育てや料理，ファッション情報などを中心に伝

えた。午後 2時までは“ふるさとゾーン”と位置

づけ，『ふるさとラジオ』を新設。日本各地の話

題を生き生きと伝えた。午後 2～ 4時台は，双方

向・聴取者参加型番組『つながるラジオ』を新設

した。また，スタジオパークでの歌謡番組『歌の

散歩道』の公開生放送や，介護やこころといった

関心の高いテーマを扱う電話相談などを中心に，

聴取者とのふれあいや結びつきを強化した。

（3）地域発全国放送番組の強化
07年度にスタートして好評の『沖縄熱中倶楽

部』に加え，札幌局制作の『もぎたて！北海道』

と仙台局制作の『ぬくだまりの宿　みちのく亭』

を新設。それぞれの地域の特色ある歌や文化を紹

介し，番組を聴いた人が，その土地を訪れてみた

くなるような番組作りを目指した。

（4）ラジオドラマの刷新
放送開始50年を迎えた『日曜名作座』は，新た

な出演者により内容を刷新し，より幅広い世代の

聴取者の期待に応えた。また，NHKアーカイブ

スから厳選した名作ラジオドラマを，制作当時の

エピソードや時代背景を交えて紹介し，ラジオド

ラマの魅力を再発見した。

（5）各世代に向けた番組ゾーンの充実・強化
“団塊の世代”向けの知的エンターテインメン

ト番組『世の中面白研究所』を新設するとともに，

50～60代に好評の『新・話の泉』の放送本数を倍

増し，この世代が楽しめるラジオならではのエン

ターテインメント番組群を充実させた。また，日

曜夜間を“若者”向け双方向番組ゾーンとし，イ

ンターネットを活用するふたつの番組『きらり10

代！』と『夜はぷちぷちケータイ短歌』を連動さ

せ，新しい演出を目指した。

7 ．ラジオ第 2放送

（1）『継続学習しやすい語学講座番組の見直し
英語以外の語学番組の内容時間を見直した。現

行の20分は継続して学ぶには長すぎるという聴取

者からの声に応え，各番組を15分サイズにすると

ともに，中学英語の総まとめができる『基礎英語

3 』や，実際に英語で会話する力を身につけたい

学習者のための『ラジオ英会話』，英語の奥深さ

を楽しむ『英語ものしり倶楽部』など講座数を増

やして，聴取者が 1年間学び続けやすい講座番組

を目指した。

（2）多メディア展開の促進
1 つの魅力的なアニメ・スキットをもとに多く

のメディアに展開する英語番組『チャロの英語実

力講座』をラジオでも講座として放送し，“NHK

で学ぶ”手段と機会を増やした。

8 ．FM放送

（1）『多彩なジャンルの音楽番組を編成
クラシック番組の編成をゾーン別に見直し，平

日午後は“入門者向けゾーン”として『クラシッ

クカフェ』を新設，聴取者からのリクエストに応

える演出を取り入れた。日曜夜間には，全国各地

で活動しているオーケストラを紹介する『オーケ

ストラの夕べ』を新設した。また，全国で活動が

盛んな合唱を紹介する『ビバ！合唱』や，静かな

ブームとなっている吹奏楽を紹介する番組『吹奏

楽のひびき』や，10代の聴取者が出演し，番組の

構成にも参加する新しいタイプの番組『U－18

ユーガタM塾』など，個性的でバラエティー豊か

な音楽番組を新設した。

（2）『今日は一日“○○”三昧』の充実・強化
ひとつのジャンルの音楽をたっぷりと紹介する

FMならではの大型特集『今日は一日“○○”三

昧』は，さらに音楽ジャンルの幅を広げるととも

に，NHKが所蔵する豊富な音源，アーカイブス

の活用に努めた。

（3）通信・モバイル向けサービスの強化
FMポータルサイトを開設し，番組情報や楽曲

情報の提供などのサービスを充実させた。あわせ

て，リクエストなどによる若い世代を中心とした

聴取者の番組参加につながるサービスに力を入れ

た。

Ⅱ．年度途中の新設番組など

1 ．総合テレビジョン

（1）新設番組
10月の改定では，日曜・夜11時の『サラリーマ

ンNEO』の後続として，現代社会の諸問題に漢

文で切り込むドラマ仕立ての新感覚バラエティー
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{カンゴロンゴ』（10月 5 日～）を定時化した。

また，幅広い年齢層がテレビを視聴している土曜

日の夕方 6 時台に新たな広報枠『週末プレマッ

プ』（10月 4 日～）を定時化した。

（2）ドラマの新シリーズ
『連続テレビ小説』では「だんだん」（ 9 月29

日～），大河ドラマでは『天地人』（09年 1 月 4 日

～）を放送した。また土曜夜11時台の海外ドラマ

では，『太王四神記』の後続として，16世紀朝鮮

王朝時代に実在した芸妓の人生を描いた韓国ドラ

マ『ファン・ジニ』（10月11日～）を編成したほ

か，『デスパレートな妻たち 2 』の後続として，

深夜 1 時台～ 2 時台に『アグリー・ベティ』（10

月19日～）を放送した。

2 ．教育テレビジョン

『漢詩紀行』の後続として『日めくり万葉集』

( 1 月 5 日～）を編成した。アニメの新シリーズ

では，『精霊の守り人』の後続として，『アリソン

とリリア』（10月 4 日～），『テレパシー少女蘭』の

後続として，『獣の奏者エリン』（ 1月10日～）を，

海外ドラマの新シリーズでは『気分はぐるぐる』

の後続として『アルフ』（10月 6 日～）をそれぞ

れ放送した（なお，アニメ『メジャー』とアニメ

{アリソンとリリア』の放送時間は前期と入れ替

わっている）。英語講座番組では『英語が伝わ

る！100のツボ』の後続として，『新感覚☆わかる

使える英文法（再）』（ 9 月29日～）を，『ロシア

語会話』の後続として『テレビでアラビア

語』（10月 1 日～）を編成した（なお，『アラビア

語会話』の時間は『ロシア語会話（再）』を編成

した。（10月 3 日～））。そのほか，後期は『ET

Vセレクション』『学校デジタルライブラリー』

を廃止，『トップランナー』『課外授業ようこそ先

輩』を移設し，放送終了時間を繰り上げた。

3 ．デジタル衛星ハイビジョン

各界の著名人が一冊の本への思いを語る『私の

1 冊　日本の100冊』を平日午前 8 時台に新設。

また，連続テレビ小説のアンコール枠を，日曜を

除く夜間 7時台に新設し「純情きらり」を編成し

た。土曜夜間の『世界一周！地球に触れる・エコ

大紀行』のスタート時間を午後 9時に変更（ 9月

～）し，現地からの中継時間により適した時間帯

に移設。同じく土曜夜間には70年代に一世を風
ふう

靡
び

した海外ドラマ『刑事コロンボ』をハイビジョ

ン・ノーカット版で 1月から放送開始した。

4 ．衛星第 1テレビ

野球のオフシーズンや欧米の冬時間に伴い，一

部編成の見直しを行った。平日に放送していた

{BS世界のドキュメンタリー』を深夜時間帯か

ら視聴好適時間に移設するとともに，土・日曜に

放送していた海外取材ドキュメンタリーを『BS

ドキュメンタリー』から『BS世界のドキュメン

タリー』に改題し，平日の放送枠と合わせて 1週

間シリーズの実施など，編成を充実させた。また，

{おはよう世界』（月～土）を 1 時間拡大し，海

外情報の拡充を図った。

5 ．衛星第 2テレビ

各界の著名人が一冊の本への思いを語る『私

の 1 冊　日本の100冊』を平日午前 8 時台に新設

した。海外ドラマの新シリーズとして，『太王四

神記』（10月 5 日から全24話）や『ERⅩⅢ 緊急

救命室』（ 9 月29日から全23話），『アグリー・ベ

ティ 2 』（ 9 月30日から全18話），『ステート・オ

ブ・プレイ～陰謀の構図』（10月 8 日から全 6話），

{ホテル・バビロン』（11月19日から全 8 話），

{ステート・ウイズイン～テロリストの幻影』

( 1 月28日から全 7話）を編成したほか，海外連

続ドラマアンコールとして，『ザ・ホスピタル』

を放送した。また，衛星アニメ劇場の新シリーズ

として，『タイタニア』を編成した。

6 ．ラジオ第 1放送

10月の改定では，プロ野球ナイトゲームの終了

に伴い，木・金の午後 8～ 9時台の編成を刷新し

た。木曜は，さまざまな分野のゲストを迎え，人

生を語ってもらう『わが人生に乾杯』を，金曜は，

懐かしい洋楽をゲストの思い出とともに楽しむ

{いとしのオールディーズ』を編成した。

7 ．ラジオ第 2放送

10月 9 日から，『NHK高校講座』の再放送枠の

{英語Ⅱ』『数学Ⅱ』を 3 講座から 2 講座に変更

した。

8 ．FM放送

特になし
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国内放送番組審議会
放送番組審議会は，放送事業者に対して放送法

で設置が義務付けられている法定の審議機関であ

る。NHKは国内放送にかかわる「中央放送番組

審議会」と 8 つの「地方放送番組審議会」，国際

放送にかかわる「国際放送番組審議会」を設置し

ている。

番組審議会は，放送番組の適正を図るための自

律措置として設けられているものであることか

ら，委員の人選にあたっては学識経験者等の中か

ら，社会動向や属性など全体の調和を考え，視聴

者の意向が的確に反映されるよう，幅広い観点か

ら委嘱を行っている。

委員数は，09年 3 月現在で中央審議会は16人，

地方審議会は10～13人で組織している。

会議は，毎月 1回の定例開催日に議題を設けて

実施している（ 8 月は休会）。会長の諮問に応じ

て全国向けの「国内放送番組編集の基本計画」と

各地域向けの「地域放送番組編集計画」について

審議し，答申したほか，番組全般について意見交

換を行った。

1 ．中央放送番組審議会

中央放送番組審議会は，08年度中に11回開催し，

会長の諮問により，「平成21年度国内放送番組編

集の基本計画」について審議し答申したほか，広

く国内放送番組全般について活発な意見交換を行

い，放送番組への反映を図った。

08年度中の主な議題は次のとおり。

4月　『土曜時代劇　オトコマエ！』について

5月　『にっぽん熱中クラブ　静岡工業高校　工

作部』について

6月　『土よう親じかん　塾とのつきあい方』に

ついて

7月　『クラシックミステリー　名曲探偵アマデ

ウス　シベリウス“交響曲フィンランディ

ア”～美酒は謎の味わい』について

9月　平成20年度後半期の番組編成について

平成21年度国内放送の編集方針について

（意見聴取）

10月　『ミューズの微笑み　中札内美術村』につ

いて

11月　「平成21年度国内放送番組編集の基本計

画」（案）について

『私の 1冊　日本の100冊』について

12月　「平成21年度国内放送番組編集の基本計

画」（案）－諮問－

NHKオンデマンドについて

1月　「平成21年度国内放送番組編成計画｣につ

いて，「ETV50」について

2月　国際放送について

3月　『連続テレビ小説　つばさ』について

ワンセグ独自サービスについて

番組審議会の活動内容の公開については，各番

組審議会の議事概要を毎月，放送やインターネッ

トなどで公表しているほか，各放送局で議事概要

の備え置きを実施するなど積極的に行っている。

2 ．地方放送番組審議会

全国 8つの地方ごとに「地方放送番組審議会」

が設けられ，各地方の放送番組の基本方針を審議

している。

08年度中に各地方とも11回開催し，会長の諮問

に応じて「平成21年度各地方向け地域放送番組編

集計画」について審議し答申したほか，番組全般

について意見交換し，その適正化を図った。
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